
アンケートで出た意見のご紹介

土 開催.9. 22023
第  　 回3

第  　 回1 第  　 回2 第  　 回3

REPORT
WORKSHOP
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全３回のワークショップの流れ

若林朋子氏による講義UBE ビエンナーレの今後のあり方を考える市民とのワーク

ショップを 3 回シリーズで実施します。

主催：宇部市　協力：( 株 ) フジワラボ・( 株 ) POUF

今回のワークショップでは、プロジェクト・コーディネーターをされる若林氏に市民の活動から考える UBE ビエ

ンナーレの在り方について講義いただきました。

ありたい姿を考える
テーマ：

| 開催日時：2023 年 9 月 2 日（土）
| 開催場所：ときわ公園　湖水ホール
| 参加人数：18 人
| 主催：宇部市　
| 企画・協力（株）フジワラボ・

（株）POUF・日沼禎子

　第 3 回のワークショップ（以下 WS）では第１回で出た UBE ビエンナーレへの課題と

それを踏まえて作成した第２回のアイデアへの投票結果をまとめ報告しました。その後

若林朋子氏を講師としてお招きし、他の地域の取り組みとも比較しながら UBE ビエン

ナーレの目指すべき在り方について講義頂きました。その後市民の方々に質問・ご意見

を頂き、運営側の現状の意見についても対談形式でお話ししました。

　

第 3 回を開催しました

今後の在り方
について議論する

これまでの課題の
抽出と共有

課題の
解決方法を探る

課題・可能性に
ついて伺いました！

課題の解決方法への
投票を行いました。

これまでのまとめと
若林先生の講義を行いました！

英国で文化政策を学んだのち 1999～ 2013 年（公社）企業メセナ協議会プログラム・オフィ

サー。企業が行う文化活動の推進と芸術支援の環境整備に従事。在職中、トヨタ・アー

トマネジメント講座事務局およびネット TAM の立上げ・企画運営を担当。13 年よりフリー。

「ともに最適解を考える」をモットーに、事業の企画、コーディネート、コンサルに取り

組む。夜間は社会人大学院教員。社会デザインの領域で文化、アートの可能性を探る。

若林朋子氏プロフィール

誰の / 何の
未来を彫刻するか

若林さんのお仕事

▶テーマ１

▶テーマ２
宇部市のまちづくりは
どう読み解けるか？

▶テーマ３　これまでのワークショップ出た意見へのコメント

若林朋子氏は英国で文化政策・経営学を学び、現
在はインディペンデントのプロジェクト・コーディ
ネーターをされています。

北海道・東川町の「写真の町」や北海道・剣淵町の「絵
本の里」など、文化を行政の中核に置き町内の他領域
のまちづくりにも応用する例についてお聞きしました。

ヨーゼフ・ボイスの「社会彫刻」と
いう概念を参考に UBE ビエンナー
レやまちづくりに関わる宇部市民も
芸術家であり「社会彫刻家」である
というお話がありました。

ワークショップ内ですでに幅広い意見や市内の活動の紹介が出
たことを踏まえ、「これ以上広げていくためには、多領域との
掛け合わせが必要。宇部市の文化的コモンズを UBE ビエンナー
レでいかにつくるかが 100 年続くかにつながっていく」という
ご意見を頂きました。

これまでの WS で出
た宇部ビエンナーレ
の課題やそれに対す
るアイデアへの投票
結果のまとめを行い
ました。

これまでのＷＳのまとめ

若林朋子氏より講義
を 受 け、市 民 の 皆 様
より講義への質問を
受けました。

若 林 朋 子 氏、日 沼 禎
子 氏、宇 部 市 冨 田 尚
彦部長、榊原充大氏、
藤原徹平氏が UBE ビ
エンナーレのこれか
らについて対談を行
いました。

▲
今回はココ！

講義タイトル

・宇部には彫刻にまつわる歴史があり良い素材があるので上手に
　アピールすべき。そのための方策は？
・ビエンナーレの発展可能性をしっかり感じ取れたと思います。
　そのため今回のＷＳを活かしていただきたいと思うばかりです。
・社会全体や教育ともっと繋がっていくことが UBE ビエンナーレ
　を含む、文化・アートにとって重要だと再認識しました。
・新しいことも必要だが、当たり前のことをまずしっかり改善す
　べき。
・宇部にある世界一をもっと宇部市民に知らせたい。
・色々な立場からの意見を聴くことは本当に大切だなと思いました。

・参加者が多くなる工夫をしてほしい。
・もっと市民の意見を取り上げて欲しかった。
・資料の字が小さく見づらかった。
・若林先生の文化的コモンズはすごく勉強になりました。
・アートを通じた市民活動を深く広く福祉までの考え方は良いと
　思える。
・経済的なこと、審査について、教育について具体的な意見や案
　が出ていたと思います。
・とてもよかったと思います。今回のワークショップの結果をぜ
　ひ全ての関係者に知らせて頂くようお願いします。

全３回のワークショップを通し、ご自身の中で
UBE ビエンナーレについて考えたことは何ですか？

全３回のワークショップを通し、ご自身の中で
UBE ビエンナーレについて考えたことは何ですか？

※下記は回答の一部です。ご回答をありがとうございました。

宇部市のまちづくりと
彫刻展の参考となる事例


